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第 13 図　 海底沈殿鉱床の例　A: マンガン団塊（2 階第 2 展示
室），B: マンガン団塊とその切断面（1 階第 4 展示室），
C: コバルトリッチクラスト（2 階第 2 展示室）

第 14 図　 風化残留鉱床の例　岐阜県大垣市金生山産の赤鉄鉱（1 階
第 4 展示室）

ます（鞠子， 2008）．鉄鉱が集まったものがいわゆる砂鉄

鉱床になり，日本ではたたら製鉄の原料として使われてい

ました．

なお，似たようなプロセスではありますが，地表での風

化・熱水変質で生成された粘土鉱物が純粋かつ多量に湖や

内湾などに堆積した場合は，堆積性の粘土鉱床となります．

こちらは漂砂鉱床ではなく，堆積鉱床に分類されることが

一般のようです．このような堆積性の粘土鉱床としては，

愛知県瀬戸地域，岐阜県多治見地域，三重県島ヶ原地域な

どに産する木
き

節
ぶし
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目粘土が有名で，これらの地域の

窯業の重要な原料となっています（須藤， 1992）．

4. 12　蒸発鉱床
蒸発鉱床とは，「水」が蒸発することで後に沈殿して残っ

た溶存成分が集まって鉱床となったものです．端的な例

は，第 16 図に示す岩塩です．これらは，過去の塩湖や浅

い海が干上がって沈殿・堆積した塩分が地層中に取り込ま

れて鉱床となったものです．現在の乾燥地帯の湖ではまさ

にこのようなことが起きており，特にリチウムの供給源と

して非常に高く期待されています（荒岡， 2015）．
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資源をつくる水のちから（その 1）

佐脇：第15図

第 15 図　漂砂鉱床の例　山形県寒河江市の砂金（1 階第 4 展示室）

佐脇：第16図

第 16 図　 蒸発鉱床の例　アメリカ合衆国ニューメキシコ産（左）及
びドイツ産（右）の岩塩（1 階第 4 展示室）

５.　おわりに

以上，駆け足で「水」がどのようにして鉱物の鉱床をつく

るかを示しました．繰り返しになりますが，鉱物の鉱床を

つくる「水のちから」で特に重要なのは，「溶かしこむ」，「運

ぶ」，「沈殿させる」です．「水は生命をつくった源である」

ということはよく知られています．それと同様に，社会を

支える資源として重要な様々な鉱物（鉱床）も，「水のちか

ら」が働いて作られたものが非常に多いことがご理解いた

だけたと思います．

ただし，ここに挙げたのは多様な鉱物の鉱床のほんの一

部であって，物理化学条件，地質学的条件に応じて，複雑

な形成過程を持つ鉱床がほかにもたくさんあります．地質

標本館内にもそのような標本がまだまだ多数展示されてい

ますので，ご来館の折は，一つ一つの標本をよく観察いた

だき，それらがどのように形成されたのかを想像していた

だければ幸いです．

なお，鉱床学に関してより専門的に知りたい方は，本文

中でもいくつか挙げましたが，例えばスキンナー〔松尾

訳〕（1971），岡野（1975）， 立見編（1977），鎌田ほか編

（1985），鹿園（1988， 1997），飯山（1989， 1998），長沢・

クズヴァルト（1989），番場（1990），松葉谷（1991），石川

（1991），千田（1996），黒田（2002），野津・清水（2003），

鞠子（2008）などの鉱床学及びそれに関連する地球化学に

関わる文献をご覧いただきたいと思います．
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